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表紙　追分小学校スキー授業　

　　　安平山スキー場（１月２３日）

特集「ウイルスによる感染症に
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冬季間は、乾燥した空気中にウイルスがただようため広まりやすく、感染性

胃腸炎や大規模な食中毒が発生しています。

夏の食中毒は、その多くが「細菌」や「毒素」が原因とされ、集団発生しや

すく、年間を通した発生件数の大部分を占めます。一方、冬は「ウイルス性

食中毒」の発生により被害が拡大するため、患者数が多いといわれています。

冬の食中毒代表『ノロウイルス』。

感染力が非常に強く、拡大しやすいため、患者数が増加しやすい感染症です。

もし、感染してしまったら･･･

その被害を拡大させないために覚えておきたいことを紹介します。

冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特冬は特にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

ウイルスによウイルスによるる
感染症感染症にに注意しましょ注意しましょうう

特 集

　ウイルスの中でも小さく、球状をした「小型球形ウイルス（SRSV)」と呼ばれ

るウイルスの一種です。

　世界中に広く分布しており、欧米諸国でも人への感染が発生しています。

　ノロウイルスは１年を通して感染事例が見られますが、特に１１月頃から１

月・２月にかけて発生件数が増加します。

ノロウイルスとは？

○感染から発症までの潜伏期間は通常２４～４８時間です。

○主に吐き気や嘔吐、下痢、腹痛、軽い発熱などが１～２日続き、ウイルスが体外

に出てしまえば後遺症もありません。

○感染していても、発症しない場合や軽い風邪のような症状のときもあります。

症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症 状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状

○高齢者施設や医療機関、学校など寝食や生活をともにする人々の間での感染が多く見

られます。また、飲食店や給食提供施設などの食事を提供する施設でも発生します。
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空気中をただようウイルス感染力が強いため、感染経路のほとんどが経口感染といわれています。

・人と人とが接触し、患者の糞便や吐物から二次感染する場合

・ウイルスに汚染された貝類を生、または十分な加熱をしないで食べた場合

・調理に従事する人が感染していた場合、その人の手指等を介して汚染された食品を食べた場合
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ノロウイルスの感染を拡大させないための

消毒方法と処理方法

　感染者のおう吐物やおむつなどは、次のような方法で、速やかに処理し、二次感染を防止

しましょう。ノロウイルスは、乾燥すると空気中にただよい、口に入って感染することがあ

ります（経口感染）。

煙使い捨てのマスクや手袋などを使いましょう。

煙ペーパータオルなどで静かに拭き取り、塩素消毒後、水拭きをします。

煙拭き取ったおう吐物や手袋などは、１０００ppmの塩素液を入れたビニール袋に密閉して廃棄

します。

煙しぶきなどを吸い込まないようマスクを着用しましょう。

煙最後に、石けんを使いしっかり手洗いをし、水分を拭き取ってからアルコール消毒をしま

しょう。

おう吐物、おむつなど

処処
　
理理

食器・環境・衣類やリネン類など

　 感染者が使用したものやおう吐物が付着したものは、他のものと分けて洗浄・消毒します。

食器等は、食後すぐ塩素液に浸し十分に消毒します。

カーテン・衣類・ドアノブ（※１）なども塩素液などで消毒します。

※１　次亜塩素ナトリウムは金属腐食性があります。金属部（ドアノブなど）消毒後は薬剤

を拭き取りましょう。

洗濯洗剤を入れた水の中で静かにもみ荒いし、十分すすぎます。

煙８５度以上で１分間以上の熱水洗濯や塩素液による消毒が有効です。

煙高温の乾燥機などの使用は、殺菌に効果があります。

消消
　
毒毒

ノロウイルスによノロウイルスによるる

食中毒を防ぐポイン食中毒を防ぐポイントト　　葛調理器具の消毒は、洗剤で

十分に洗ったあと、塩素（次亜塩

素酸ナトリウム）消毒または加熱

（８５度で１分間）します

※家庭にある塩素系漂白剤で次

亜塩素酸ナトリウムを作ること

ができます

消毒

※塩素液の作り方は次のページに掲載しています。

手や爪は清潔に

　　葛爪は短く切り、手洗いの際は

アクセサリー類をはずす

葛石けんを十分に泡立てて、ブラシ

を使って手指を洗いましょう

※石けんを使うことでウイルスが

はがれやすくなります。

調理をする人の健康管理

　　葛日頃から感染しないように

食べものや家族の健康状態に注意

する

葛症状があるときは、直接食品に触

れないようにする

葛施設や飲食店などで調理業務に

従事している人は、症状があるとき

は、すぐに責任者に報告する
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おう吐物などの廃棄
（袋の中で廃棄物を浸す）

１０００ppmの濃度の塩素液

食器、カーテンなどの

消毒や拭き取り
２００ppmの濃度の塩素液

水の量液の量水の量液の量製品の濃度

３狩２５朱３狩５朱１２％（一般的な業務用）

３狩５０朱３狩１０朱  ６％（一般的な家庭用）

３狩３００朱３狩６０朱  １％

塩素液の作り方・消毒の方法

業務用の次亜塩素ナトリウム、または家庭用の塩素系漂白剤を水で薄めて

「塩素液」を作ります。

※濃度によって効果が異なりますので、正しく計りましょう。

（出典　(社)日本食品衛生協会）

※製品ごとに濃度が異なりますので、表示をしっかり確認しましょう。

※次亜塩素ナトリウムは使用期限内のものを使用してください。

※おう吐物などの酸性のものに直接原液をかけると、有毒ガスが発生することがありますの

で、必ず「使用上の注意」をよく確認してから使用してください。

手洗いは正しく・手順よ手洗いは正しく・手順よくく
トイレのあと、調理作業の前後、帰宅したとき、などの手洗いは忘れずに！

アルコールを噴霧後、手指にすり込むペーパータオルで拭
き取る

水で十分にすすぐ

手首・腕・ひじを洗う指先（５回程度）親指も忘れずに指の間、付け根

時計やアクセサリーは
必ずはずす

手のひらと甲石けんをよく泡立てるひじから下を水でぬらす

重要 重要

煙手洗いのポイント

　・アクセサリー類をはずす

　・必ず石けんを使う（２度洗いで、菌やウイルスを洗い流しましょう）

　・手拭きはタオルではなく、ペーパータオルを使う
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１
月
７
日
、
新
春
の
恒
例
行
事

の
一
つ
「
安
平
消
防
出
初
式
」
が

町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
や
職
員
、
消
防
車
両

に
よ
る
行
進
が
会
場
ま
で
披
露
さ

れ
、
会
場
を
室
内
に
移
し
て
行
わ

れ
た
式
典
で
は
、
消
防
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
方
を
表
彰
。

　
祝
辞
を
述
べ
た
来
賓
は
、
日
頃

の
消
防
活
動
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
や
昨
年
、
国
内
や
道
内
で
起
き

た
災
害
に
も
触
れ
ら
れ
、
災
害
・

防
災
に
対
す
る
意
識
を
よ
り
高
め

る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
・
職
員

の
益
々
の
活
躍
に
期
待
が
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

平
成
　
年
２６

安
平
消
防
出
初
式

平成２５年　火災・救急・救助の状況　平成２５年１月１日～１２月３１日

火 災

追分出張所安平支署
損害額焼損面積件数損害額焼損面積件数
９，４３５千円４３０㎡１４，１３８千円１２３．０５㎡３

救 急

追分出張所安平支署出場

順位
不搬送

件数

搬送

人員

出場

件数
事故種別

不搬送

件数

搬送

人員

出場

件数
事故種別

５７９８４急 病１４１６５１７９急 病１位

０２８２８一般負傷１３０３１一般負傷２位

０２０２０転院搬送０１５１５転院搬送３位

1５５交 通４８１２交 通４位

0２２労働災害０１０１０労働災害５位

1０１自損行為１０１自損行為６位

0１１運動競技７位

７１３５１４１合　　計２０２２８２４８合　　計

永
年
勤
続
功
労
章

　
副
団
長

　
　
町
田
道
夫

　
年
勤
続
章

３０　
副
分
団
長

　
　
伊
藤
嘉
信

　
部
長

　
　
武
田
忠
雄

　
　
漆
坂
由
則

　
班
長

　
　
入
江
　
司

　
消
防
司
令
補

　
　
半
田
　
由

　
年
勤
続
章

２０　
班
長

　
　
佐
々
木
浩
二

　
　
岡
田
美
奈
男

　
　
髙
橋
一
人

　
年
勤
続
章

１０　
班
長

　
　
貝
澤
達
也

　
団
員

　
　
中
澤
浩
幸

　
　
中
村
陽
史

　
　
近
藤
健
一

精
績
章

　
副
団
長

　
　
納
口
專
納
助

　
　
町
田
道
夫

　
分
団
長

　
　
森
田
喜
明

　
　
大
塚
　
武

　
消
防
司
令

　
　
沼
尾
和
彦

　
年
勤
続
章

３０　
部
長

　
　
漆
坂
由
則

　
班
長

　
　
水
橋
　
勉

　
消
防
司
令
補

　
　
半
田
　
由

功
績
章

　
分
団
長

　
　
黒
川
忠
明

　
副
分
団
長

　
　
伊
藤
嘉
信

特
別
功
績
章

　
消
防
司
令

　
　
沼
尾
和
彦

　
年
勤
続
章

４０　
消
防
司
令

　
　
沼
尾
和
彦

　
年
勤
続
章

３０　
部
長

　
　
漆
坂
由
則

　
班
長

　
　
水
橋
　
勉

　
消
防
司
令
補

　
　
半
田
　
由

　
年
円
勤
続
章

２０　
班
長

　
　
岡
田
美
奈
男

　
　
荒
木
　
学

　
　
髙
橋
一
人

　
消
防
士
長

　
　
土
屋
紀
久

　
年
勤
続
章

１０　
団
員

　
　
近
藤
健
一

　
　
上
田
直
陽

　
年
勤
続
章

３０　
部
長

　
　
漆
坂
由
則

　
班
長

　
　
水
橋
　
勉

　
消
防
司
令
補

　
　
半
田
　
由

優
秀
団
員

　
班
長

　
　
　
井
悦
子

　
　
藤
原
る
り
子

　
団
員

　
　
山
崎
真
佐
光

優
秀
職
員

　
消
防
司
令
補

　
　
中
村
浩
美

功
労
章

　
分
団
長

　
　
大
塚
　
武

功
績
章

　
部
長

　
　
漆
坂
由
則

　
班
長

　
　
入
江
　
司

　
年
勤
続
章

３０　
部
長

　
　
漆
坂
由
則

　
班
長

　
　
水
橋
　
勉

　
消
防
司
令
補

　
　
半
田
　
由

　
年
勤
続
章

２０　
班
長

　
　
岡
田
美
奈
男

　
　
荒
木
　
学

　
　
髙
橋
一
人

　
年
勤
続
章

１０　
団
員

　
　
近
藤
健
一

　
　
上
田
直
陽

　
　

優
秀
職
員
表
彰

　
消
防
士

　
　
池
田
　
浩

　
　
漆
坂
和
樹

消
防
庁
長
官
表
彰

北
海
道
知
事
表
彰

北
海
道
消
防
協

会
表
彰

日
本
消
防
協
会
表

彰

東
部
消
防
連
絡
協
議

会
表
彰

胆
振
東
部
消
防
組
合

管
理
者
表
彰

胆
振
東
部
消
防
組
合

消
防
長
表
彰
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１１
月
の
で
き

月
の
で
き
ごご
とと

幻
想
的
な
空
間
を
演
出

　
１
月
　
日
か
ら
ロ
ビ
ー
コ
ン

２０

サ
ー
ト
に
向
け
た
町
民
製
作
と
し

て
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
が

早
来
・
追
分
両
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
作
業
期
間
中
、
暖
気
の
影
響
で

気
温
が
思
い
の
ほ
か
下
が
ら
ず
、

作
業
の
中
止
や
張
っ
た
氷
が
薄
く

作
業
中
に
割
れ
て
し
ま
う
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
、
無
事
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
活

動
す
る
た
め
に

　
１
月
　
日
、
読
売
セ
ン
タ
ー
追

１６

分
の
津
澤
信
宏
さ
ん
か
ら
追
分
地

区
７
つ
の
子
ど
も
会
に
対
し
、
古

紙
回
収
で
積
み
立
て
た
収
益
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
古
新
聞
を
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
運
べ
な
い
購
読
者
が
い
る
こ

と
を
知
り
古
紙
回
収
を
開
始
し
、

同
時
に
収
益
金
を
積
み
立
て
て
い

た
と
の
こ
と
。

「
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
な
る
こ

と
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言

葉
を
添
え
て
、
各
子
ど
も
会
の
代

表
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

道
内
各
地
か
ら
牛
集
ま
る

　
１
月
８
日
、
道
内
最
大
規
模
の

和
牛
専
門
市
場
で
あ
る
ホ
ク
レ
ン

南
北
海
道
家
畜
市
場
で
平
成
　
年
２６

最
初
の
競
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
り
は
９
日
ま
で
の
２
日
間
の

日
程
で
行
わ
れ
、
黒
毛
和
種
や
乳

用
交
雑
な
ど
合
計
１
８
１
８
頭
が

出
場
。
ホ
ク
レ
ン
が
発
表
し
た
最

高
価
格
は
黒
毛
和
種
の
　
万
１
千

８３

円
、
取
引
平
均
価
格
は
　
万
７
千

５０

円
を
超
え
、
取
引
総
額
は
前
年
よ

り
も
　
％
以
上
増
加
と
い
う
幸
先

１０

の
良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
ピ
ア
に
大
行
列

　
１
月
２
日
、
早
来
ス
ズ
ラ
ン

シ
ー
ル
会
（
会
長
小
山
良
雄
）
主

催
の
す
ず
ら
ん
シ
ー
ル
　
倍
ビ
ッ

２０

グ
チ
ャ
ン
ス
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

会
場
と
な
っ
た
ラ
ピ
ア
駐
車
場
に

は
、
特
賞
や
初
夢
賞
を
求
め
て
長

蛇
の
列
が
で
き
、
商
店
街
は
に
ぎ

や
か
な
新
春
と
な
り
ま
し
た
。

　
ラ
ピ
ア
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
待

合
所
や
会
合
、
お
友
達
の
お
し
ゃ

べ
り
の
場
と
し
て
の
利
用
の
ほ
か
、

宿
題
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
利
用

も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

一
年
の
安
全
を
願
っ
て

　
１
月
　
日
、
安
平
町
交
通
安
全

１０

協
会
は
、
早
来
神
社
で
恒
例
の
交

通
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
平
町
は
、
昨
年
７
月
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
日
運
動
千
日
を
達
成
し
、

現
在
も
記
録
を
更
新
中
で
す
。

　
同
協
会
佐
藤
会
長
は
、「
町
民
一

人
ひ
と
り
の
心
が
け
と
、
交
通
安

全
推
進
委
員
、
指
導
員
の
皆
さ
ん

に
よ
る
啓
発
活
動
の
賜
物
で
す
」

と
賞
賛
し
、
一
日
で
も
長
く
記
録

更
新
で
き
る
よ
う
、
参
列
者
に
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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学
校
が
チ
ー
ズ
工
房
に

　
１
月
　
日
、
早
来
小
学
校
で
プ

３０

ロ
セ
ス
グ
ル
ー
プ
夢
民
舎
に
よ
る

チ
ー
ズ
作
り
の
出
前
講
座
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
３
年
生
の
社
会

の
授
業
内
で
行
わ
れ
、
町
内
の
学

校
で
初
の
試
み
。

　
さ
け
る
チ
ー
ズ
を
作
る
中
で
、

想
像
を
超
え
る
チ
ー
ズ
の
伸
び
に

「
こ
ん
な
に
伸
び
る
の
」
な
ど
驚

く
声
が
飛
び
交
う
楽
し
い
作
業
と

な
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
完
成
し
た
チ
ー
ズ
を

み
ん
な
で
味
見
。
美
味
し
い
チ
ー

ズ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

　小林誠が行く　　ふれあい体験記　　～取材編～

　
最
近
、
取
材
中
に
「
テ
レ
ビ

局
の
取
材
み
た
い
だ
な
」、「
テ

レ
ビ
に
映
る
の
？
」
と
い
っ
た

声
を
か
け
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
昨
年
末

か
ら
従
来
使
用
し
て
き
た
一

眼
レ
フ
カ
メ
ラ
に
加
え
、
H
D

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た

動
画
撮
影
が
ス
タ
ー
ト
。

　
１
月
に
行
わ
れ
た
出
初
式

や
初
競
り
を
は
じ
め
、　

日
に

１２

行
わ
れ
た
成
人
式
も
取
材
し

て
き
ま
し
た
。

　
成
人
式
で
は
、
会
場
の
様
子

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
友
人
と

楽
し
く
会
話
し
て
い
た
新
成

人
に
マ
イ
ク
を
向
け
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。
　

　
初
の
試
み
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
た
ど
た
ど
し
い
リ

ポ
ー
タ
ー
に
対
し
、
堂
々
と
し

た
受
け
答
え
を
す
る
新
成
人

は
、
さ
す
が
主
役
と
い
う
感
じ

で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
撮
影
し
て
き

た
動
画
は
編
集
し
た
後
、
動
画

共
有
サ
イ
ト
「Y

o
u
T
u
b
e

」

で
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
後
は
、
安
平
町
の
出
来
事

や
魅
力
を
動
画
に
収
め
、
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ゴ
ー
ル
に
向
か
っ

て

猛

ダ
ッ
シ
ュ

　
１
月
　
日
、
町
民
ス
ケ
ー
ト
リ

２５

ン
ク
で
第
８
回
安
平
町
小
中
学
生

ス
ケ
ー
ト
交
歓
記
録
会
兼
橋
本
聖

子
杯
争
奪
ス
ケ
ー
ト
大
会
が
行
わ

れ
　
名
が
参
加
。

４３
　
緊
張
し
た
面
持
ち
で
ス
タ
ー
ト

の
時
を
待
ち
、
ス
タ
ー
タ
ー
の
合

図
で
い
ざ
ス
タ
ー
ト
。「
頑
張
れ
」

と
い
う
声
援
を
背
に
、
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
て
一
生
懸
命
に
滑
る
姿
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
記
録
会
で
、

新
記
録
を
出
し
た
丸
本
莉
子
さ
ん

（
早
来
小
４
年
）
と
小
林
勇
太
君

（
同
５
年
）が
最
優
秀
選
手
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

環
境
対
策
と
防
災
機
能
に

期
待
　
１
月
　
日
、
町
公
用
車
と
し
て

２４

早
来
・
追
分
両
庁
舎
、
追
分
公
民

館
に
電
気
自
動
車
を
各
１
台
ず
つ

計
３
台
導
入
し
ま
し
た
。

　
省
エ
ネ
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

役
立
つ
環
境
負
荷
の
少
な
い
移
動

手
段
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
災

害
な
ど
に
よ
る
停
電
の
際
に
は
、

電
気
自
動
車
か
ら
庁
舎
な
ど
に
電

力
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
給

電
シ
ス
テ
ム
の
整
備
も
行
わ
れ
、

環
境
対
策
と
防
災
機
能
の
強
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。



8

あ び ら
　平成５年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた、１１５

名の男女が成人の仲間入り。

　式では来賓による祝辞や成人証の授与のほか、中学生時代の

懐かしい思い出が詰まる映像が上映され、笑い声がこぼれる一

幕も見られました。

　式典後は、餅つきや記念写真を撮影するなど、懐かしい恩師

や友とともに近況報告や思い出話に華を咲かせました。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

成人
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葛
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ
（
緯
影
２
５
１
１
）
ま
で

禦禦あびら 回顧あびら　回顧録録禦禦
～平成６年２月編
できごと　　松本サリン事件／リレハンメル五輪開幕／年金改革法成立（支給年齢上げ）
世　　相　　プレステ発売／就職氷河期／ヤンママ登場
　  歌　　 　ロマンスの神様（広瀬香美）／空と君のあいだに（中島みゆき）
テ レ ビ　　家なき子／開運！なんでも鑑定団／料理の鉄人　　
映画・書籍　大往生／マディソン郡の橋／シンドラーのリスト

←（表紙）この当時の表紙には、愛くるしい満１歳の幼児とお母さん

たち。ちなみに、広報あびらの親子の写真は満２歳の幼児とお母さん

です。

↑６度目の五輪出場を果たした橋本聖

子さんの特徴をよくとらえた似顔絵。

←当時の新成人は、灸花より団子球。

平成６年２月広報おいわけ

同年１月３１日付人口　４，００９人（男１，９３２人／女２，０７７人）

平成６年２月広報はやきた　

同年１月３１日付人口　５，６４６人（男２，８７３人／女２，７７３人）

→（表紙）平成６年の成人式。女性のヘアスタイル
が今とは大違い。振袖の華やかさは変わりません。

↑新春書初め大会　力強い筆の動き

←平成６年の成人式。祝賀会はアトラク

ションやゲームで盛り上がりました。
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珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊

安
平
町
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
つ
い

安
平
町
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
つ
い
てて

　
土
地
開
発
公
社
と
は
、「
公
有

地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体

が
１
０
０
％
出
資
を
し
て
設
立

す
る
特
別
法
人
で
、
そ
の
目
的
は

地
方
公
共
団
体
か
ら
の
依
頼
に

基
づ
き
、
公
共
用
地
の
先
行
取
得

を
行
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
昭
和

　
年
代
の
急
激
な
地
価
高
騰
は
、

４０地
方
公
共
団
体
が
公
共
施
設
整

備
の
た
め
の
用
地
の
取
得
等
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え

で
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
昭
和
　
年
当
時
の
早
来
町

４７

で
は
土
地
開
発
公
社
を
設
立
し
、

公
共
施
設
等
の
建
設
に
必
要
な

用
地
や
人
口
確
保
に
必
要
な
分

譲
住
宅
用
地
を
取
得
し
、
町
と
と

も
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
合

併
後
は
安
平
町
土
地
開
発
公
社

に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
長
期
借
入
金
は
平

成
　
年
１
月
に
完
済
し
た
こ
と
に

２５
加
え
、
町
が
公
共
用
地
の
先
行
取

得
を
行
う
た
め
の
基
金
条
例
を
制

定
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
町
土
地

開
発
公
社
で
公
共
用
地
を
先
行
取

得
す
る
意
義
は
薄
れ
公
社
の
役
割

は
終
え
た
も
の
と
判
断
し
、
平
成

　
年
　
月
の
町
議
会
に
お
い
て
町

２５

１２

土
地
開
発
公
社
の
解
散
を
提
案
し

原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
、　１２

月
　
日
に
北
海
道
知
事
か
ら
解
散

２５
の
認
可
を
受
け
解
散
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
町
土
地
開
発
公
社
は
清

算
法
人
と
な
り
、
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
官
報
の
掲
載
な
ど
年
度
末

を
目
途
に
清
算
業
務
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
清
算
業
務
終
了

後
の
預
貯
金
や
土
地
な
ど
公
社
の

残
余
財
産
に
つ
い
て
は
町
に
帰
属

す
る
こ
と
と
な
り
、
ア
イ
リ
ス
タ

ウ
ン
の
残
区
画
　
区
画
に
つ
い
て

１７

は
引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
で
分
譲
・
販
売
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
町
土
地
開
発
公
社
で
は
、
と
き

わ
運
動
公
園
、
安
平
工
業
団
地
（
道

路
）、
北
町
工
業
団
地
な
ど
の
用
地

の
先
行
取
得
を
は
じ
め
、
あ
か
ね

団
地
、
さ
つ
き
団
地
、
ア
イ
リ
ス

タ
ウ
ン
な
ど
の
住
宅
用
地
の
先
行

取
得
と
造
成
・
販
売
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、

全
国
各
地
の
土
地
開
発
公
社
に
お

い
て
先
行
取
得
し
た
土
地
の
価
格

が
下
落
し
、
塩
漬
け
と
な
っ
て
い

る
土
地
の
含
み
損
問
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
こ
れ
が
地
方
自
治
体
の

財
政
問
題
に
も
波
及
す
る
な
ど
全

国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
国
は
、
原
則
全
て

の
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て
、
解

散
を
含
め
た
抜
本
的
な
改
革
を
求

め
た
こ
と
か
ら
、
町
土
地
開
発
公

社
に
お
い
て
は
、
長
期
借
入
金
の

返
済
完
了
時
期
を
解
散
の
時
期
と

し
、
経
営
改
善
に
努
め
長
期
借
入

金
の
返
済
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

設
立
の
経
緯
・
背
景

公
社
が
果
た
し
た
役
割
と
社
会
情
勢
の
変
化

遠浅アイリスタウ遠浅アイリスタウンン

ときわ運動公ときわ運動公園園

北海道苦情審査委員制度のお知らせ～知ってますか？道の「苦情審査委員」制度

　道が行った業務や制度の内容を審査する制度が「北海道苦情審査委員」制度です。

　皆さん自身の利害に関することで、道政に対する苦情であれば、「苦情審査委員」に申し立てができ、皆さん

に変わって「苦情審査委員」が公正で中立的な立場から、道の関係機関に対し必要な調査を行います。

苦情申立の窓口：道庁の「道政情報センター」または各総合振興局（振興局）の「道政相談室」

申立方法：「苦情申立書」に必要な事項を記入し、提出してください（郵送、FAX、メールでも申立てができま

す）。※苦情申立書のついた「リーフレット」を用意しています。また、申立書は道ホームページからでもダウ

ンロードできます。

問合せ　北海道総合政策部知事室道政相談センター緯０１１‐２０４‐５５２３（内線２１‐７０６）

公
社
の
解
散
、
今
後
…
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安
平
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
健
康
福
祉
課
国
保
・
介
護

グ
ル
ー
プ
）
に
所
属
す
る
保
健
師

の
大
塚
で
す
。
主
に
　
歳
以
上
の

６５

高
齢
者
に
関
わ
る
分
野
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　
私
は
平
成
　
年
４
月
に
入
職
し
、

２４

そ
れ
ま
で
は
東
京
の
大
学
病
院
で

看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

　
安
平
町
は
初
め
て
住
む
場
所
で

あ
り
、
新
た
な
発
見
と
出
会
う
毎

日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
先
で

出
会
う
方
や
ご
家
族
、
足
腰
し
ゃ

ん
し
ゃ
ん
教
室
等
で
関
わ
る
方
に

は
日
頃
か
ら
親
切
に
接
し
て
い
た

だ
き
、
充
実
し
た
保
健
師
活
動
が

で
き
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
高
齢
者

の
「
転
倒
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　
私
た
ち
が
転
倒
を
考
え
る
時
、

道
路
で
滑
っ
た
り
、
道
路
と
歩
道

の
段
差
で
踏
み
外
し
て
転
ぶ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
と
思
い
ま

す
。
つ
ま
り
『
転
倒
＝
自
宅
外
』

と
い
う
印
象
を
持
つ
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
高
齢
者
の
転
倒
は
こ

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
少
し
異
な
る
結

果
が
現
れ
て
い
て
、
グ
ラ
フ
１
を

見
る
と
、
１
年
間
に
約
　
人
に
１

１０

人
が
転
倒
の
経
験
が
あ
り
、
自
宅

外
よ
り
も
自
宅
内
で
の
転
倒
が
多

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
グ
ラ
フ

に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
転
倒
の
経

験
は
加
齢
と
と
も
に
増
加
す
る
結

果
が
出
て
い
ま
す
。

　
下
段
の
グ
ラ
フ
２
は
自
宅
内
で

多
い
転
倒
場
所
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
１
位
庭
、
２
位
以
下
は
居
間
や

玄
関
、
階
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
場
所
で
も
転
倒
の
危

険
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
転
倒
し
た
後
の
後
遺
症
や
生
活

の
不
便
さ
は
誰
も
が
心
配
す
る
こ

と
で
す
が
、
転
倒
の
危
険
性
を
心

配
す
る
方
は
意
外
に
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
の
転
倒
は
、
加
齢
だ
け

が
原
因
で
は
な
く
、
危
険
因
子
が

あ
る
の
で
す
。
内
的
因
子
は
そ
の

人
が
持
つ
転
倒
の
危
険
因
子
を
表

し
、
外
的
因
子
は
住
居
や
障
害
物

と
い
っ
た
周
り
の
環
境
を
表
し
て

い
ま
す
。
表
１
に
示
し
た
危
険
因

子
は
原
因
の
一
部
で
す
が
、
該
当

す
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
、
転
倒
の

可
能
性
は
高
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
人
間
の
身
体
は
　
歳
代
を
ピ
ー

２０

ク
に
身
体
機
能
が
上
昇
し
て
い
き

ま
す
が
、
そ
の
後
は
加
齢
に
伴
い
、

様
々
な
面
で
機
能
低
下
を
起
こ
し

て
い
き
ま
す
。　
　

　
転
倒
予
防
を
心
が
け
る
に
あ
た

り
、
ま
ず
自
分
も
転
倒
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
転
倒
の
危

険
因
子
を
出
来
る
だ
け
多
く
取
り

除
く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
外
的
因
子
は
日
頃
の
工
夫

で
改
善
し
や
す
く
、
夜
間
の
移
動

は
部
屋
を
明
る
く
す
る
だ
け
で
も

転
倒
の
可
能
性
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
安
平
町
で
は
転
倒
予
防
、

体
力
づ
く
り
、
筋
力
の
維
持
・
向

上
を
目
的
に
「
足
腰
し
ゃ
ん
し
ゃ

ん
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
教
室
は
、
追
分
と
早
来
の
２
地

区
で
開
催
し
て
お
り
、　

歳
か
ら

６５

　
歳
ま
で
幅
広
い
年
齢
の
方
が
参

９２加
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
は
椅
子
に
座
り
な
が
ら
行

う
運
動
を
基
本
に
週
１
回
実
施
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
の
方
々
に

と
っ
て
は
運
動
目
的
の
他
に
も
、

親
し
い
人
に
合
う
場
所
や
友
人
づ

く
り
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
気
軽
に
参
加
で
き
る
教
室
で
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。（
問
合
せ
　
安
平
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
緯
栄
４

５
５
５
）

こ
ん
に
ち

こ
ん
に
ち
はは

保
健
師
で

保
健
師
で
すす

高
齢
者
に
多
い
転
倒
場
所

転
倒
を
予
防
す
る
た
め

転
倒
を
予
防
す
る
た
め
にに

表１　転倒の危険因子

外的因子内的因子

虚１～２尺程度の段差迂筋力低下陰加齢

許部屋と部屋の仕切り雨視力低下隠脳血管疾患

距暗い部屋卯視覚障害（白内障・

緑内障等）

韻骨折

鋸フローリングや濡れ

た床

吋不整脈

鵜聴力低下右睡眠薬の服用

漁着慣れない衣服・履き

慣れない履物

窺体幹バランス障害宇降圧薬の服用

丑腰や膝の関節症烏再転倒の不安

禦その他碓その他羽身体の痛み

大塚保健師

高
齢
者
が
転
倒
し
や
す
い

理
由

※
グ
ラ
フ
１
、
２
は
内
閣
府
「
平
成

　
年
度
高
齢
者
の
住
宅
と
生
活
環
境

２２に
関
す
る
意
識
調
査
結
果
」
に
よ
る

転
倒
予
防
に
向
け

転
倒
予
防
に
向
け
たた

安
平
町
の
取
組

安
平
町
の
取
組
みみ

0

2

4

6

8

10

自宅外自宅内

９．５％ ９．３％

グラフ１：転倒経験の有無
（１年間）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

寝
室

居
間
・

リ
ビ
ン
グ

庭 玄
関

階
段

廊
下

３６．４

２０．５
１７．４

１３．８
１０．３

８．２

グラフ２：転倒した場所
（複数回答：％）

abirachoudtpki2
テキストボックス



12

安平・厚真行政事務組合のページ

■平成２４年度のごみ処理状況
　平成２４年度における、二町（安平町・厚真町）の皆さんが出されたごみの排出量やリサイクル

状況、ごみ処理にかかった経費をお知らせします。

ごみの排出量

　安平町･厚真町における過去５年間の家庭

系及び事業系のごみ排出量と人口の推移はグ

ラフ１のとおりです。

　平成２４年度は前年度と比べ、総排出量で９

トンと微減しました。

　ごみの分別を進めることで、ごみ焼却量や

地球温暖化の原因とされる温室効果ガスの削

減、環境の負荷を低減することができます。

『分ければ資源、混ぜればごみ』の気持ちで、

引続き分別の意識を高めて行きましょう。

厚真町安平町

人口事業系ごみ家庭系ごみ人口事業系ごみ家庭系ごみ

４，９４１人２３１終１，０９１終９，１８６人９３０終２，１５３終H２０

４，９００人２７４終１，１０７終９，１１５人９７０終２，１７５終H２１

４，９１２人２０８終１，０３５終９，０２３人１，０２９終１，９９８終H２２

４，８５８人２２１終１，０４９終８，９１１人１，０３０終１，９７９終H２３

４，８１９人２６５終１，０８２終８，８１０人１，００８終１，９１５終H２４

４，２７０トン（平成２４年度総排出量　対平成２３年度比９トン減少）

資源化の推移

　排出されるごみのうち、資源化される割合をリサ

イクル率と定め、平成２４年度のリサイクル率は

２５．８％で、内訳は右表のとおりです。

　平成２３年度から安平・厚真両町で実施している

「小型電子・電気機器｣回収事業については、資源

化や「もやせないごみ」の減量化に一層の効果が期

待できます。

　リサイクルすることは、限りある資源を有効に活

用するとともに、経費の節減にもなりますので、引

続き資源化の取組みにご協力をお願いします。

H２４H２３H２２H２１H２０

９８８６８１７１５５鉄屑

２２２２２紙パック

３７４６４８５３５２ペットボトル

１０４１０３１１２１０５１０５びん

９８９８９３９３８４缶

１８３１９３２００１９３１９９生ごみ堆肥化

５５９５８７４７９４３２４７７古紙類

１６８１６１８５プラスチック

１０４小型電子・電気機器

２５．８２６．３２３．２１９．１２０．０リサイクル率（％）

　平成２４年度のごみ処理経費の総額は、

２５０，６２８千円で内訳はグラフ２のとおりです。

　ごみの収集運搬経費、ごみの焼却・埋立・資

源化などを行うごみ処理経費、組合の処理場の

維持管理経費及び人件費等が直接ごみ処理に

要した経費で、ごみ１トンあたり約５９千円、

住民一人当たりで計算すると、約１８千円とな

ります。

収集運搬経費

ごみ処理経費

処理場維持管理経費

人件費ほか共通経費

３２．３％

３８．８％

１８．７％

１０．２％

８０，９６１千円

９７，１５５千円

４６，９３５千円

２５，５７７千円

【グラフ２　平成２４年度ごみ処理経費の内訳】
ごみの処理経費

（
ご
み
排
出
量
）

（
人
口
）

【グラフ１　ごみ排出量・人口推移】

トン 人
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国民年金からのお知らせ

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険国民年金保険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料を納める方へ

平成２６年度の口座振替の申込みは

　○１２か月分及び上期分（４月～９月分）　平成２６年２月末まで

　○下期分（１０月～平成２７年３月分）　  平成２６年８月末まで
※平成２６年度の国民年金保険料及び前納金額については、現在のところ未定です。法律の改正が

ありますので、詳しくは年金事務所か役場国民年金窓口までお尋ねください。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

住民生活課住民サービスグループ緯影２９４０・健康福祉課住民サービスグループ緯栄２４１１問 合 せ

【現金納付（納付書）・クレジットカードで

前納する場合】

煙１年前納（平成２５年４月～平成２６年３月分）

１７７，８２０円

毎月納付した場合と比べ　３，２００円割引

煙６か月前納（平成２５年１０月～平成２６年３月分）

　８９，５１０円
（年間納付額１７９，７５０円）

毎月納付した場合と比べ　７３０円割引

【口座振替で前納する場合】

煙１年前納（平成２５年４月～平成２６年３月分）

１７６，７００円

毎月納付した場合と比べ　３，７８０円割引

煙６か月前納（平成２５年１０月～平成２６年３月分）

８９，２１０円
（年間納付額１７９，４５０円）

毎月納付した場合と比べ　１，０３０円割引

毎月納付していくと…

　１か月分納付　１５，０４０円

　　　　　　６か月分納付　９０，２４０円

　　　　　　　　　　１２か月納付　１８０，４８０円

【平成２５年度の例】

平成２５年度の保険料は

月々１５，０４０円です。

国民年金保険料は、お支払い方法によっておトクな割引がありま国民年金保険料は、お支払い方法によっておトクな割引がありますす

国民年金保険料にもおトクな納め方があるのをご存知ですか？

次に紹介している方法で国民年金保険料を納めると、最高で年額３，７８０円の割引になります。

「ねんきんネット」サービスをご利用ください

◆国民年金や厚生年金など年金加入記録の一覧が確認できます。

　詳しくは「ねんきんネット」で検索

　https://www.nenkin.go.jp/n/www/n_net

◆役場国民年金担当窓口でも確認できます。

　手続きに必要なもの

　　本人確認書類（運転免許証など）・基礎年金番号がわかるもの（年金手帳など）

　　照会番号がわかるもの（ねんきん定期便など）　　　※代理申請の場合は委任状が必要です。

（旧法受給者及び共済加入中の方は、本サービスをご利用できません。）

　ねんきんネット 検検索索
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確定申告が始まります

申告期間　

２月１７日（月）～

３月１７日（月）

　
確
定
申
告
の
時
期
が
迫
っ
て
き

ま
し
た
。
下
記
の
項
目
を
参
考
に

準
備
を
す
す
め
て
い
た
だ
き
、
ご

不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申

告
期
間
は
１
か
月
間
あ
り
ま
す
が
、

な
る
べ
く
お
早
め
に
済
ま
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
役
場
か
ら
「
案
内
ハ
ガ
キ
」
を

送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
確
定
申
告
を
し
た

方
に
は
、
税
務
署
か
ら
も
「
お
知

ら
せ
ハ
ガ
キ
」
又
は
「
お
知
ら
せ

通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
税
務
署
か
ら
申
告
書
用
紙
が
送

付
さ
れ
な
く
て
も
、
役
場
で
作
成

し
ま
す
。

　　
役
場
又
は
税
務
署
か
ら
案
内
が

来
な
く
て
も
、
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
中
に
一
時
的
な
収
入

２５

を
得
た
方
や
医
療
費
な
ど
の
控
除

額
に
追
加
が
あ
る
方
な
ど
、
申
告

の
要
否
が
ご
不
明
な
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
公
的
年
金
等
の
収
入
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
他
の
所
得

が
　
万
円
以
下
の
方
は
、
確
定
申

２０
告
は
必
要
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

源
泉
徴
収
票
に
記
載
の
な
い
控
除

額
の
追
加
が
あ
る
方
な
ど
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。

・
源
泉
徴
収
票
（
給
与
又
は
年
金
）

・
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
（
国

　
民
年
金
な
ど
）

・
保
険
料
控
除
証
明
書
（
生
命
・

　
個
人
年
金
・
地
震
）

・
医
療
費
の
領
収
書

　
※
　
万
円
を
超
え
な
く
て
も
該

１０

　
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
寄
附
金
の
領
収
書

　
※
２
千
円
を
超
え
た
寄
附
を
し

　
た
と
き
に
該
当
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

・
金
融
機
関
の
口
座
番
号

　
※
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

　
に
必
要
で
す
。
番
号
の
メ
モ
な

　
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
印
か
ん

・
こ
の
ほ
か
、
収
入
又
は
控
除
を

　
証
す
る
書
類

　
所
得
の
な
い
方
も
、
必
ず
申
告

が
必
要
で
す
。

　
申
告
が
な
い
場
合
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
に
つ
い
て
正
し
い
計

算
が
で
き
ず
、
割
高
な
税
額
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
が
な
い
と
思
わ
れ
る
方
に

対
し
て
は
、
役
場
か
ら
案
内
ハ
ガ

キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
年
の
消
費
税
引
上
げ

に
伴
い
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
な

い
世
帯
の
方
に
１
万
円
程
度
が
給

付
さ
れ
る
予
定
で
す
。（
※
詳
細
は
、

国
等
で
調
整
中
）

　
こ
の
た
め
に
も
、
確
実
な
申
告

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

追分地区の方【申告日一覧】

割当地区など月　　日

花園地区１～２丁目２月１７日（月）

花園地区３～４丁目２月１８日（火）

柏が丘・緑が丘・中央地区２月１９日（水）

本町地区１～４丁目２月２０日（木）

本町地区５～７丁目２月２１日（金）

青葉地区２月２４日（月）

白樺地区２月２５日（火）

若草地区１～２丁目２月２６日（水）

若草地区３丁目２月２７日（木）

その他の地区２月２８日（金）

農業所得の方（土日を除く）３月３日俄～１７日俄

申
告
が
必
要
な
方
へ
の

ご
案
内
方
法

案
内
が
来
な
い
方
の
申
告

申
告
に
必
要
な
も
の

所
得
の
な
い
方
の
申
告

葛申告会場滑
【早来地区の方】

　会　　場：保健センター２階

　　　　　　（早来庁舎横）

　受付時間：９時～１７時

　申 告 日：事業所得や不動産所得のあ

　る方に限り、目安の日時をハガキでご

　案内します。（指定の日時でご都合の

　付かない方は、別な日時にお越しくだ

　さい。）

【追分地区の方】

　会　　場：役場追分庁舎２階

　受付時間：９時～１７時

　申 告 日：左表のとおり、地区ごとに

　分けて行います。（指定の日にご都合

　が付かない方は、別な日にお越しくだ

　さい。

問合せ　税務課税務グループ緯影２５１３
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広
告
欄

広
告
欄

　
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
期
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
程
　
３
月
４
日
（
火
）

時
間
　
受
付
９
時
　
分
～

３０

　
　
　
　
※
終
了
予
定
　
時
こ
ろ

１２

対
象
　
２
か
月
～
１
歳
１
か
月
の

乳
児
と
保
護
者

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
離
乳
食
講
習
会
、
歯
の
健

康
相
談
、
乳
児
相
談
、
栄
養
相
談

な
ど

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
子
ど
も
と

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ
、

手
鏡
、
エ
プ
ロ
ン

定
員
　
　
組
１０

申
込
期
間
　
２
月
　
日
（
月
）

１０

　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
日
（
月
）

２４

申
込
方
法
　
期
日
ま
で
に
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
※
定
員
に

な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
緯
栄
２
４
２
５

　
平
成
　
年
度
及
び
　
年
度
に
実

２２

２４

施
し
た
、
安
平
町
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
方
を
対
象

に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開

催
し
ま
す
。

　
安
平
町
以
外
で
受
講
さ
れ
た
方

も
、
今
回
安
平
町
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
登
録
し
、
研
修
会
の

案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
　
日
（
木
）

２０

　
　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１５

３０

場
所
　
追
分
公
民
館

講
師
　
佐
藤
昌
樹
氏
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
追
分
陽
光
苑
業
務
課

長
）　

問
合
せ
　
健
康
福
祉
課
国
保
・
介

護
グ
ル
ー
プ
　
　
緯
栄
４
５
５
５

　
安
平
町
の
全
農
業
者
を
対
象
に
、

平
成
　
年
度
事
業
等
の
概
要
説
明

２６

や
農
政
に
対
す
る
意
見
交
換
等
を

行
う
営
農
懇
談
会
を
下
記
日
程
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場
　
左
表
の
と
お
り

※
対
象
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、
都

合
の
良
い
日
に
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

内
容
　
国
費
事
業
等
の
状
況
に
つ

い
て
、
町
単
補
助
事
業
等
に
つ
い

て
（
緑
肥
・
廃
プ
ラ
・
就
農
等
）、

そ
の
他

問
合
せ
　
農
林
課
農
政
・
畜
産
グ

ル
ー
プ
　
　
　
　
緯
影
２
５
１
５

お
知
お
知
らら
せせ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
の
お
知
ら
せ

乳
児
健
康
相
談
の
ご
案
内

（
離
乳
食
講
習
会
・
歯
の
健
康
相
談
）

広
告
欄

あなたの暮らしの困りごとの相談に

行政相談委員が応じます

　年金の手続や制度、借金や遺産相続について

の相談など、あなたの暮らしの困りごとをお気軽に

ご相談ください。相談は無料、秘密は守ります。

総務省行政相談委員

　　早来地区　水野　佐緯影３５１８

　　追分地区　平野秀樹緯栄２７７４

問合せ　総務課総務グループ緯影２５１１

安
平
町
営
農
懇
談
会
を
開

催
し
ま
す

対象地区

（農事組合名）
会場時間日程

西追分、豊栄、明

春辺
明春辺会館

１３時３０分～

２月２４日俄

旭陽、美園農村文化センター２月２５日峨

瑞穂、緑丘、安平、

守田、早来、北栄
安平公民館２月２６日我

新栄、源武、東遠

浅、酪農、富岡
遠浅公民館２月２７日牙
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苫苫小牧夜間休日急病セ小牧夜間休日急病センンターター（苫小牧市旭町２丁目）緯営０００１
○科目　内科、小児科

○診療時間　平日：１９時～翌朝７時　土曜：１４時～翌朝７時

　　　　　   日曜・祝日、年末年始（12/３１～1/３）：９時～翌朝7時

　　　　苫小牧市医師会休日当番実施医療機関　（診療時間９時～１７時）
（外科）２月（内科）２月

緯嬰１２２１新中野町３同樹会苫小牧病院９日緯炎６２３３川沿町４吉 田 内 科 医 院９日

緯謁０４５５明野新町２
苫小牧泌尿器科・

循環器内科１１日緯沿２３５１桜木町２桜木ファミリークリニック１１日

緯演７０００矢代町２苫 小 牧 日 翔 病 院１６日緯厭５５５５青雲町２方安庵青雲町クリニック１６日

緯焔２１１１花園町４メモリアル整形外科２３日緯餌９２０８音羽町２合田内科小児科医院２３日

（外科）３月（内科）３月

緯沿１１００日新町２にっしん泌尿器科クリニック２日緯演３１５１見山町１勤医協苫小牧病院２日

緯嬰１２２１新中野町３同樹会苫小牧病院９日緯延３１１１澄川町７苫 小 牧 澄 川 病 院９日

燕燕自衛官募集案内燕燕
　応募資格、受験手続きなど詳細はお問い合わせください。

（問合せ　自衛隊札幌地方協力本部苫小牧出張所緯０１４４荏３７２５）

平成２７年４月１日現在２２歳以上２６歳未満の者で大学院の修士課程若しくは専門

職大学院の課程を修了した者、または２０歳以上２２歳未満で大学（短期を除く）を

卒業した者

大卒試験程度
応募資格

一
般
幹
部
候
補
生

平成２７年４月１日現在２０歳以上２８歳未満で修士の学位を修めた者院卒者試験

平成２６年４月２５日晶　※締切日必着受付締切

平成２６年５月１０日松筆記試験

平成２６年５月１１日掌筆記式操縦適性検査（飛行要員希望者のみ）
第１次試験

試験日程
平成２６年６月１０日昇～１３日晶までのうち指定する日に小論文、口述試験、身体

検査
第２次試験

平成２６年７月１日現在１８歳以上３４歳未満の者

自衛官であった者は、自衛官である期間が１年未満の者
応募資格予

備
自
衛
官
補

平成２６年４月２日昌　※締切日必着受付締切

平成２６年４月１１日晶～１５日昇のうち、いずれか１日を指定試験日程

　安平町長選挙及び安平町議会議員選挙へ立候補を予定する方に対する説明会を次の日程で開催
します。

日　時　３月４日（火）　１３時３０分～

場　所　役場早来庁舎２階（第２会議室）

対　象　立候補予定者、総括責任予定者、

　　　　出納責任予定者など

※立候補届出に必要な諸用紙などの交付も

行いますので、立候補を予定する関係者の

方は必ず出席してください。

問合せ　安平町選挙管理員会事務局（総務課内）　緯影２５１１

町長・町議会議員選挙立候補予定者説明会を開催します

平成２６年４月２２日任期満了となる

安平町長及び安平町議会議員の選挙期日

投開票日　４月１３日（日）

告示日　　４月 ８日（火）
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ママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯
８，６8４人（＋６）総人口

４，２9０人（＋７）　 男 性

４，３９４人（－１）　 女 性

４，２５３世帯（±０）世帯数

〈平成２６年１月３１日現在〉

交通事故死
ゼロ運動

　平成２６年１月３１日現在１１８４日

　
公
営
住
宅
・
特
公
賃
住
宅
・

公
営
住
宅
・
特
公
賃
住
宅
・
町町

営
住
宅
の
入
居
者
募
集
は

営
住
宅
の
入
居
者
募
集
は
、、
笑
顔
笑
顔

（
ス
マ
イ
ル
）

（
ス
マ
イ
ル
）
をを
ご
覧
く
だ
さ
い

ご
覧
く
だ
さ
い
。。

□町広報配布日は次のとおりです。

　広報笑顔（スマイル）２月号は２０日（木）、広

報あびら３月号は５日（水）が配布日となります。

安平町ホームページでもご覧いただけます。

総務課情報グループ緯鰻２５１１

検索安平町ホームページ

次回町広報配布日次回町広報配布日はは

善
　
意

（
　
月
　
日
～
１
月
　
日
受
付
分
）

１２

１６

２１

追
分
７
地
区
の
子
ど
も
会
へ

　（
古
紙
回
収
等
収
益
金
よ
り
）

・
読
売
セ
ン
タ
ー
追
分

　
　
　
　
　
　
津
澤
信
宏
さ
ん

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
連
絡
会

広
報
あ
び
ら
１
月
号
点
訳
　
　

○
安
平
町
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団

狂
H
T
B
デ
ー
タ
放
送
ト
ピ
ッ
ク
ス
狂
（
２
月
５
日
更
新
）

　
　
　
　
　
　
～
電
気
自
動
車
を
導
入
／
オ
ー
ク
ウ
ッ
ド
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
ラ
ン
ド
　
イ
ベ
ン
ト
開
催
／
ご
存
知
で
す
か
？
冬
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
「
ア
イ
ス
ゲ
ッ
ト
」
～

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

飯
坂
ミ
ト
リ
　
／
　
偽
　早
来
大
町

１２

２６

秋
永
　
勲
　
　
／
　
鬼
 追
分
緑
が
丘

１２

２９

山
田
チ
エ
子
　
／
　
戯
　追
分
花
園

１２

２９

小
林
マ
ス
　
１
／
２
宜
 追
分
中
央

大
畑
ヒ
ト
シ
１
／
３
偽
　追
分
本
町

合
原
由
作
　
１
／
３
期
 追
分
花
園

宮
崎
ハ
ル
エ
１
／
７
鬼
　早
来
栄
町

西
田
啓
子
　
１
／
　
棋
 追
分
緑
が
丘

１０

大
家
き
よ
ゑ
１
／
　
紀
　遠
浅

１１

牧
野
鉄
夫
　
１
／
　
紀
 早
来
北
町

１６

阿
部
　
進
　
１
／
　
輝
 早
来
栄
町

２２

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

山
     蒼
太
 

そ

う

た

　
　
　
／
９（
男
・
智
美
）追
分
白
樺

１２


橋
　
 桜
 　
　
 

さ
く
ら

　
　
　
／
　（
女
・
良
夫
）安
平

１２

１９

坂
井
 敦
紀
 

あ

つ

き

　
　
１
／
３（
男
・
秀
人
）追
分
若
草

谷
間
 奏
風
 　
 

か

な

た

　
　
１
／
５（
男
・
道
弘
）遠
浅

近
藤
 恵
太
郎
 　
　
 

け

い

た

ろ

う

　
　
１
／
９（
男
・
健
一
）安
平

加
藤
 銀
師
 　
　
 

ぎ

ん

じ

　
　
１
／
　（
男
・
彩
夏
）早
来
大
町

１６

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

山
田
拓
也
（
追
分
旭
）

佐
伯
光
美
（
千
歳
市
）

菊
地
将
仁（
追
分
花
園
）

上
杉
亜
希
子
（
札
幌
市
）

池
本
清
志
郎
（
早
来
富
岡
）

阿
部
裕
花
（
早
来
富
岡
）

ふ
る
さ
と
納
税

指
定
寄
付

・
川
崎
 洋
さ
ん

　
　
　
　
　（
山
梨
県
笛
吹
市
）

・
牧
田
斗
志
夫
さ
ん

　
　
　
　
　（
札
幌
市
豊
平
区
）

・
牧
田
由
美
さ
ん

　
　
　
　
　（
札
幌
市
豊
平
区
）

一
般
寄
付

・
丑
嶋
 淳
さ
ん

　
　
　
　
　（
兵
庫
県
西
宮
市
）

・
内
田
貴
也
さ
ん

　
　
　
　
　（
東
京
都
港
区
）

・
内
田
和
也
さ
ん

　
　
　
　
　（
東
京
都
港
区
）

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

安
平
町

安
平
町
をを
応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す
！！

町
職
員
人
事

【
１
月
　
日
付
】

２０

勤
務
地
の
変
更
　
住
民
生
活
課
参

事
 楽
間
孝
次
（
早
来
庁
舎
か
ら
追

分
庁
舎
へ
）

住
民
生
活
課
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
主
事
坂
井
智
彰
（
健
康
福

祉
課
国
保
・
介
護
グ
ル
ー
プ
主
事
）

健
康
福
祉
課
　
国
保
・
介
護
グ
ル

ー
プ
主
査
 神
谷
健
士
郎
（
施
設
課

施
設
グ
ル
ー
プ
主
査
）

【
２
月
１
日
付
】

健
康
福
祉
課
　
健
康
推
進
グ
ル
ー

プ
主
幹
 石
塚
一
哉
（
住
民
サ
ー
ビ

ス
グ
ル
ー
プ
主
幹
）、住
民
サ
ー
ビ

ス
グ
ル
ー
プ
主
査
 鈴
木
慎
二
（
健

康
推
進
グ
ル
ー
プ
主
査
）、
健
康
推

進
グ
ル
ー
プ
主
事
 板
垣
光
彦
（
総

務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
主
事
）

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

安
平
町
広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
毎
月
届
く
「
広
報
あ
び
ら
」
な

ど
の
町
の
広
報
活
動
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
る
た

め
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
広
報
紙
に
率
直
な
ご

意
見
・
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

資
格
　
　
歳
以
上
の
町
民
の
方

２０

任
期
　
平
成
　
年
４
月
１
日

２６

　
　
　
～
平
成
　
年
３
月
　
日

２８

３１

募
集
人
数
　
３
名
程
度

活
動
内
容
　
安
平
町
広
報
モ
ニ

タ
ー
意
見
等
提
出
書
に
よ
る
広

報
紙
へ
の
意
見
や
感
想
の
提
出
、

年
４
回
程
度
の
打
合
せ
会
へ
の

参
加

待
遇
　
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

打
合
せ
会
へ
の
参
加
に
は
町
の

規
定
に
よ
り
費
用
弁
償
を
支
給

し
ま
す
。

募
集
期
限
　
３
月
　
日
（
木
）

２０

申
込
方
法
　
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
左
記
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
総
務
課
（
早
来

庁
舎
）、
健
康
福
祉
課
（
追
分
庁

舎
）、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
総
務
課
情
報

グ
ル
ー
プ
　
　
   緯
影
２
５
１
１
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元元気気にに
 大大ききくく
  なな～～れ！れ！

発
　行
　
安
平
町
　
企
画
編
集
／
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　衣
０
５
９－

１
５
９
５

　
　
　
　勇
払
郡
安
平
町
早
来
大
町
　
番
地（
緯
0
1
4
5
鰻
2
5
1
1
）

９５
　
  

編
 集
 後
 記

西原 優奈 ちゃんと
ゆ う な

　　お母さんの美保さん
　　　　　　（追分白樺）

小泉 大和 くんと
や ま と

　　お母さんの奈津子さん
　　　　　　　（早来大町）

猪瀬　 豊 くんと
ゆた

　　お母さんの聖子さん
　　　　　　（追分若草）

　
１
月
に
行
わ
れ
た
ス
ケ
ー
ト

交
歓
記
録
会
。
ペ
ン
ギ
ン
の
よ

う
に
氷
上
を
歩
く
選
手
か
ら
、

水
を
得
た
魚
の
様
に
本
格
的
な

ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
披
露
す
る

選
手
ま
で
多
様
な
レ
ー
ス
を
観

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
温
暖

化
の
影
響
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど

昔
に
比
べ
る
と
開
設
期
間
が
と

て
も
短
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
屋
外
活
動
は
激

減
。
体
力
や
運
動
能
力
の
低
下

が
心
配
で
す
ね
。　
　
　
 （
K
）

※広報紙に掲載した写真を無料で提供していますので、ご希望

の方は総務課情報グループ（緯鰻２５１１）へご連絡ください。

なお、第三者の方へは提供できませんので、ご了承ください。

　
こ
の
広
報
が
皆
さ
ん
の
手
に

届
く
頃
に
は
、
第
　
回
オ
リ
ン

２２

ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
（
ソ
チ
）

の
開
会
式
直
前
で
す
ね
。

　
北
海
道
出
身
選
手
が
多
数
参

加
す
る
こ
と
も
あ
り
、
応
援
に

熱
が
入
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
自
身
も
寝
不
足
に
な

ら
な
い
程
度
に
、
日
本
代
表
に

声
援
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
頑
張
れ
ニ
ッ
ポ
ン
！
頑
張
れ

道
産
子
！
　
　
　
　
　
 （
K
）
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